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組合員
広報誌

JAあさひかわ

3月1日開催_平成30年度高品質米生産者表彰式

ユア ライフ タイム パートナー
新入職員紹介
理事会だより

2019

5第17回通常総代会開催
特  集

北海道農業信用基金協会型 協同住宅ローン（株）型

固定変動選択型
三大疾病保障付き団信込み  ３ 年固定

1～3年 年0.70％基準金利 年 2.90％

 ５ 年固定

1～3年 年0.75％
4～5年 年1.05％
基準金利 年 2.95％

10年固定

1～3年 年0.85％
4～10年 年1.15％
基準金利 年 3.05％

お子様の
人数に応じて
当初特約期間中は

引き下げ
いたします！！

年 ％0.300.30

Aさんの現在の返済状況

・当初借入額
・当初借入期間
・金利
・毎月返済額

2,000 万円
35年
1.80％

64,218 円

※あくまでも試算であり、詳しい返済額等につきましては窓口へお問合せ下さい
今なら事務取扱手数料
25,000 円（税抜）が

半額の

● 給与振込・年金振込（予約）
● JA ローン　● カードローン
● JA カード
● 公共料金 2 項目
● 定期貯金 20 万円以上

左記お取引のうち、新規お取引も含めて

お取引をされている方が対象となります。
この機会にどうぞ JA をご利用ください！

2 項目以上の

12,500円（税抜）に！

特約期間終了後は再度、固定金利か変動金利をお選びいただけます
固定期間終了後の再特約金利は基準金利より年 1.70％引き下げいたします

変動金利移行後は長期プライムレート+0.20％
2019/05/01 現在　長期プライムレート1.00％

JA住宅ローン
借換応援キャンペーン

お取扱期間　2019.03.01～2019.06.30

借換計算してみると…

毎月返済額
1 年～3年 57,922円
4年～10年 60,212円

・借入額
（諸経費 55万円を含みます）

・残期間
・金利

1,840 万円

30年
1年～3年　0.80％
4年～10年　1.15％

最大

お問合わせは
旭川中央支所
北部支所
神楽支所
近文支所
厚生病院支所
永山支所

TEL 26-3511
TEL 51-4336
TEL 61-4111
TEL 53-1126
TEL 32-9011
TEL 48-2171

旭正支所
豊岡支所
神居支所
忠和支所
江丹別支所
北野支所
春光台支所

TEL 32-2231
TEL 31-3188
TEL 61-4126
TEL 62-2185
TEL 73-2111
TEL 87-2131
TEL 52-7857

あさひかわ農業協同組合ローンセンター
住所：旭川市豊岡4条1丁目1番18号
土曜・日曜も営業しております（定休日：水曜・祝日）
営業時間　平日9：00～17：00　土曜・日曜10：00～15：00

℡0166-86-6100



議長に選任された、左から滝川氏、上島氏議長に選任された、左から滝川氏、上島氏

　

４
月
12
日（
金
）、大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
１
階
旭
川
市
音
楽
堂
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か

わ
第
17
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
。総
代
４
４
４
名
の
う
ち
４
０
６
名（
本
人
出
席
１
８

９
名
、代
理
出
席
６
名
、書
面
議
決
２
１
１
名
）の
出
席
を
い
た
だ
い
た
。

　

午
前
10
時
の
開
会
宣
言
後
、出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
を
朗
唱
。続
い
て
、島
山
組
合
長
よ
り

１
年
間
の
農
業
情
勢
や
事
業
ご
と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。来
賓
の
祝
辞

で
は
、新
野 

康
二
旭
川
市
農
政
部
部
長
、谷 

寿
男
鷹
栖
町
町
長
、尾
崎 

守
全
国
共
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
北
海
道
本
部
旭
川
支
所
長
よ
り
御
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、議
長
に
旭
正
地
区
の
滝
川 

岳
雪
氏
、旭
川
市
地
区
の
上
島 

由
満
氏
２
名
が
選
出

さ
れ
、議
事
日
程
に
従
っ
て
平
成
30
年
度
の
決
算
報
告
、平

成
30
年
度
事
業
報
告
、剰
余
金
処
分
案
の
承
認
を
経
て
、平

成
31
年
度
の
事
業
計
画
を
始
め
と
し
た
各
議
案
等
に
つ
い

て
慎
重
審
議
を
行
い
、結
果
、提
案
さ
れ
た
議
案
の
全
て
が

採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
着
実
な
実
践
を

通
じ
た
自
己
改
革
の
取
り
組
み
に
関
す
る
特
別
決
議
」を

採
択
し
、力
強
い
農
業
を
目
指
し
、自
己
改
革
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

組
合
長
開
会
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
島
　
山
　
守
　
穗

　
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
春
作
業
も

始
ま
り
大
変
お
忙
し
い
中
、
多
数
の
総
代
の
皆
様
の

ご
出
席
を
頂
き
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、

ご
来
賓
の
旭
川
市
、
鷹
栖
町
は
じ
め
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

各
連
合
会
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て

は
時
節
柄
何
か
と
ご
多
用
の
中
ご
臨
席
賜
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
常
日
頃
よ
り
当
あ
さ
ひ
か
わ
農
協
の

事
業
推
進
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、

ご
指
導
を
頂
い
て
お
り
ま
す
事
を
高
い
席
か
ら
で
は

あ
り
ま
す
が
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
年
号
が
「
令
和
」
に
変
わ
る
年
、
今
年
は

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
見
直
し
の
年
で
あ

り
、
５
月
に
は
農
協
改
革
集
中
実
施
期
間
の
期
限
を

迎
え
る
と
共
に
９
月
ま
で
に
中
央
会
の
組
織
変
更
や

会
計
監
査
人
監
査
へ
の
移
行
が
行
わ
れ
る
年
で
あ
る

こ
と
、
加
え
て
貿
易
面
で
は
、
T
P
P
11
、
日

E
U
・
E
P
A
の
発
効
、
日
米
物
品
貿
易
協
定
も
開

始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
農
政
の
基
本
方
向
を

定
め
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
特
別
農
政
運
動
を
展
開
し
組
合
員
さ
ん
の
負

託
に
応
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
地
域
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
積

雪
が
多
く
融
雪
も
遅
れ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
４

月
中
旬
か
ら
気
温
は
上
昇
、
各
種
作
業
も
順
調
に
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
６
月
に
入
っ
て

か
ら
低
温
・
日
照
不
足
の
影
響
に
よ
り
作
物
の
遅
延

が
見
受
け
ら
れ
、
７
月
に
は
記
録
的
な
豪
雨
、
９
月

に
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
北
海
道
全
域
で

の
停
電
と
組
合
員
皆
様
の
農
業
収
入
に
影
響
が
あ
っ

た
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。

　
水
稲
に
お
い
て
は
、
８
年
ぶ
り
の
不
作
と
な
り
最

終
的
に
作
況
指
数
90
の
不
作
と
組
合
員
・
み
な
さ
ん

の
優
れ
た
栽
培
技
術
が
あ
っ
て
も
天
候
に
は
勝
て
ず

残
念
な
年
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
面
に
お
い
て
は
、

生
産
者
所
得
向
上
を
目
的
と
し
た
品
質
・
収
量
目
標

の
設
定
、
多
様
化
す
る
需
要
を
踏
ま
え
た
長
期
安
定

契
約
や
戦
略
的
用
途
販
売
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一

方
、
国
内
の
販
売
状
況
は
、
主
食
米
が
減
少
す
る
中
、

大
手
卸
業
者
か
ら
は
業
務
用
米
へ
の
引
き
合
い
が
強

く
多
様
化
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
と
と
も
に
、
日
本

一
の
米
ど
こ
ろ
「
J
A
あ
さ
ひ
か
わ
」
を
実
現
し
た

い
も
の
で
す
。

　
畑
作
物
に
つ
い
て
も
天
候
不
順
に
よ
り
収
量
は
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
そ
ば
、
黒
大
豆
に
お
い
て
は
、
新
た
に
３
ヵ
年
の

複
数
契
約
を
行
い
、
価
格
の
安
定
化
を
図
り
生
産
者

の
作
付
意
欲
の
向
上
と
面
積
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
青
果
は
、
低
温
・
日
照
不
足
に
よ
り
生
育
の
軟
弱

化
、
９
月
の
地
震
に
伴
う
物
流
機
能
不
全
の
た
め
、

道
内
市
場
へ
の
販
売
機
会
を
喪
失
す
る
な
ど
苦
労
の

多
い
年
１
年
で
し
た
。

　
31
年
は
、
市
場
・
量
販
店
等
よ
り
求
め
ら
れ
る
品

目
の
作
付
推
進
や
誘
導
を
行
い
品
目
の
集
約
化
を
図

り
、
産
地
の
維
持
・
拡
大
に
む
け
販
売
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
農
産
物
直
売
所
あ
さ
が
お
は
、
新
鮮
で
「
安
全
・

安
心
」
な
農
産
物
等
を
地
域
消
費
者
の
皆
様
に
提
供

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
社
会
に
信
頼
さ
れ
消

費
者
が
安
心
し
て
購
入
で
き
る
直
売
所
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
畜
産
に
つ
い
て
は
、
酪
農
畜
産
組
合
員
の
負

託
に
応
え
本
年
度
よ
り
正
式
に
上
川
生
産
連
へ
業
務

を
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

　
生
乳
に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ
る
北
海
道
全
域
で

の
停
電
に
よ
り
酪
農
現
場
で
搾
乳
が
で
き
ず
、
乳
業

メ
ー
カ
ー
で
受
入
れ
が
不
能
と
な
る
と
い
う
未
曽
有

の
事
態
が
発
生
、
復
旧
後
の
現
在
に
お
い
て
出
荷
量

の
減
少
が
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
畜
肉
牛
は
、
近
年

か
ら
続
く
相
場
の
高
騰
は
一
段
落
し
堅
調
に
推
移
し

た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
素
牛
を
中
心
に
個
体
毎
の

取
引
価
格
の
差
が
徐
々
に
広
が
っ
て
き
て
る
こ
と
か

ら
、
市
場
販
売
牛
の
下
見
に
よ
る
適
期
販
売
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
31
年
度
も
消
費
者
交
流
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

た
地
産
地
消
、
食
育
の
推
進
、
各
種
研
修
会
等
の
関

係
に
よ
る
知
識
向
上
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

T
A
C
と
購
買
事
業
の
渉
外
体
制
を
再
編
成
し
農
業

の
販
売
力
強
化
に
努
め
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
信
用
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
組

合
員
と
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
続
け
る
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
」
を
目
指
し
年
金
口
座
の
獲
得
を
中
心
に

積
極
的
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
行
い
信
用
事

業
基
盤
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。
31
年
度
は
「
集
め

る
貯
金
」
か
ら
「
集
ま
る
貯
金
」
へ
転
換
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
貸
出
金
は
、
計
画
を
上
回
る
実
績
と

な
り
特
に
住
宅
ロ
ー
ン
の
伸
長
額
は
全
道
J
A
で

ト
ッ
プ
の
実
績
を
確
保
い
た
し
ま
し
た
。

　
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
種

多
様
化
に
よ
り
本
来
の
生
命
保
障
型
共
済
の
取
り
扱

い
が
伸
び
悩
み
苦
戦
す
る
厳
し
い
状
況
と
な
り
共
済

事
業
総
利
益
に
つ
い
て
は
計
画
達
成
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
30
年
度
の
決
算
で
あ
り
ま
す
が
、
農

畜
産
物
取
扱
実
績
は
減
少
し
ま
し
た
が
若
干
計
画
を

上
回
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
農
協
事
業
全
体
で
も
厳

し
い
環
境
の
中
、
剰
余
金
計
画
を
上
回
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
組
合
員
各
位
の
農
協
事
業
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
積
極
利
用
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
最
終
年
を
む
か
え
る
第
６
次
農
協
・
農
業
中
期

３
ヵ
年
計
画
を
実
践
し
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て「
組

合
員
の
た
め
に
農
協
を
よ
く
し
て
い
く
」
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
組
合
員
の
皆
様
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
宜
し
く
ご
指
導
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
本
日
の
第
17
回
・
通
常
総
代

会
が
皆
様
の
ご
協
力
に
依
り
、
あ
さ
ひ
か
わ
農
協
の

明
日
に
向
け
て
の
意
義
あ
る
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
本
日
は
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特 
集
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ＪＡ北海道大会決議事項の着実な実践を通じた
自己改革の取り組みに関する特別決議

　ＪＡグループ北海道は、昨年11月に第29回ＪＡ北海道大会を開催した。大会

では、「農業所得増大」「担い手確保・育成」「サポーターづくり」など、前回大

会の決議事項を継承し加速・拡充していくこと、協同組合の原点を改めて見つ

め直し「新たな協同組合」の姿を継続的に討議していくことを決議した。

　我々は、政府が主導する農協改革に対し、改革は自ら行うものとして、平成26

年に定めた「ＪＡグループ北海道改革プラン」を皮切りに、ＪＡ北海道大会での

決議を通じて、真に組合員のためとなる改革を不断の行いとして取り組んでいく。

　組合員・ＪＡ・連合会・中央会の各々が、役割を再確認するとともに、将来ビ

ジョンである「力強い農業」と「豊かな魅力ある農村」の実現に向けて、協同の

力と総合力をフルに発揮し、一丸となって大会決議事項の着実な実践を通じた

自己改革に取り組むものとする。

以上　決議する。

平成31年4月12日

あさひかわ農業協同組合

変わるJA 広がる地域のきずな

Ｑ. ＪＡの自己改革は地域社会とどんな関わりがあるの？

監修＝広島大学　助教　小林元　ＪＡ新聞連「ＪＡ広報通信」より

Ａ. 地域の生産と消費を後押しして、食料の生産基盤を支えます。

　ＪＡの自己改革では、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を目指しています。

農業者の平均年齢は66.7歳（2017年）となり、国内の農業就業人口が年間10万人規模で減少す

る中、農業の担い手の確保が難しくなっています。また、食料自給率は主要先進国で最も低い38％

（2017年度、カロリーベース）まで落ち込みました。ＪＡは自己改革を通じて、生産コストの引き下

げや有利販売の拡大、次世代の担い手の育成、地域の活性化などにより、地域の農畜産物の生産と

消費を支えていきます。日本の食料の生産基盤を守る上でも、大切な取り組みです。

　近年は、各地で豪雪や豪雨、地震などの災害が相次ぎ、農業現場も大きな被害を受けました。ＪＡ

は、災害発生時においても、被害状況の調査や生産資材の確保、農地、農業施設の復旧など、被災

地の一刻も早い再生に向けた支援を行っています。いかなる時でも地域の食料生産を守り、発展

させていくために、これからもＪＡグループで力を合わせて自己改革を進めていきます。

●農業者の所得増大

●農業生産の拡大

●地域の活性化

災害など有事の際には…
●被害状況の速やかな把握
●生産資材の確保
●農地・農業施設の復旧

最 重 点

JAの自己改革

地域の抱える農業課題へ対応

地域の農畜産物の生産と消費を支え
安定した食料生産を実現

などをサポート

4 3



金賞　稲場 康秋 氏（永山）金賞　稲場 康秋 氏（永山） 銀賞　前田 保之 氏（永山）銀賞　前田 保之 氏（永山）

　旭川米生産流通協議会は3月1日（金）平成30年度高品
質米生産者の表彰式と生産者総合研修会を開催した。
　主食用米のタンパク含有率6.8％以下の高品質米出荷
生産者を讃えるもので、作付面積規模により第1部門・第2
部門に区分し、単位面積あたり出荷数量が多い生産者を
地区優秀賞として選出し、上位3名を金賞・銀賞・銅賞、次
点の生産者を特別賞として表彰するものである。

　30年度については、永山地区の稲場康秋氏が第1部門の
トップである金賞を、永山地区の前田保之氏が第2部門銀
賞を受賞した。当ＪＡの受賞者は下記の通りとなった。
　生産者総合研修会については、旭川地方気象台気象情
報官である大谷誠治氏より『異常気象と各種気象情報の
活用について』の講演があり、防災情報や気象予報などの
活用について研修を行った。

【第１部門】　　　　　　　　　　　　【第2部門】
　金　　　賞　稲場　康秋（永山）　　　銀　　　賞　前田　保之（永山）
　地区優秀賞　里見　光浩（中央）　　　地区優秀賞　寺崎　光一（中央）
　　　　　　　矢部　茂弘（旭正）　　　　　　　　　井上　孝夫（旭正）
　　　　　　　清水　和之（神居）　　　　　　　　　武石　尚志（神居）
　　　　　　　日蔭　卓也（北野）　　　　　　　　　該当なし　（北野）
　特　別　賞　武澤　伸昭（永山）　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

平成30年度高品質米生産者表彰

　3月6日(水)から3月8日(金)にかけて、当JAあさひかわ
産黒大豆「黒い恋人」の取引先である大阪の㈱かね善、下
関の大西商事㈱、福岡森光商店の卸先である鹿児島のゆ
ば将3社へ㈱北永、生産組織の四恩生産組合、旭正アグリ
ビジネス研究会の役員・会員及び当JAから島山組合長他
2名、ホクレン担当者が参加し消費地訪問活動を実施した。
　各取引先と30年産黒大豆の品質評価と黒大豆需要状
況などが話し合われた。
　30年産の黒大豆については、春先からの低温日照不足
や7月の大雨による灌水で生育についてはあまり良い状
況ではなかったが、収穫された原料については小粒傾向
にあるものの、製品歩留まりも高い高品質な状況であっ
たことを報告した。
　取引先では当JA産「黒い恋人」は知名度とともに品質
が高く皮切れ等が少ないなど高評価をいただいた。また

煮豆以外の需要も拡大していることから、1等以外の製品
についても供給の要望があり今後産地として供給できる
取り組みを行うこと伝えた。

黒大豆消費地視察訪問

　3月26日（火）、当ＪＡ本所3階大会議室において、行政他
関係機関及び各地区より選出された生産者が集い、ＪＡあ
さひかわ地域農業再生協議会が開催された。
　平成30年度の経営所得安定対策実施結果の報告や、平
成31年度の主食用米に対する生産の目安配分予定、国よ
り交付される産地交付金予算の配分等、慎重な審議が行

われた。
　平成31年度における経営所得安定対策の産地交付金に
ついては、「地域の課題を解決する収益力向上に資する取
組に対し助成」という国の方針をより強く反映するため、
従来の内容から発展させて今後国と協議していくことと
なる。

ＪＡあさひかわ地域農業再生協議会開催

　3月13日（水）本所大会議室において、ＪＡあさひかわ青
果物ポジティブリスト対策協議会定期総会が開催された。
島山会長に挨拶をいただき、旭川市地区 木村　光宏氏が
議長に選出され、平成30年度事業報告及び基金収支報告、
平成31年度事業計画（案）及び基金収支計画（案）等につい
て慎重に審議が行われた。
　また、報告事項として平成30年度内に発生した残留農
薬基準値超過事故事例について報告が行われた。

ＪＡあさひかわ青果物ポジティブリスト対策協議会定期総会開催

　神楽年金同友会（会長・宮串一、会員数106名）は、春の
温泉湯治を3月12日（火）より、3泊4日の日程で層雲閣グ
ランドホテルにて開催し、35名が参加した。湯治期間中
は、カラオケ、室内パークゴルフ、卓球を行うなど会員相互
の親睦を図り、14日の夜には宴会を行い、カラオケでは
総勢11名が熱唱し大変盛り上がるなど、楽しい時間を過
ごし湯治を終了した。

神楽年金同友会　春の温泉湯治を開催

　神居基幹支所年金友の会（会長・佐藤勤、会員数118名）
は3月18日（月）から3月20日（水）までの2泊3日の日程
で、春季温泉湯治を会員16名の参加により美瑛町湯元白
金温泉ホテルで開催した。
　湯治ではカーリンコン、スロットボール競技大会、宝引
き等のゲームを参加者全員で行い楽しく過ごした。また、
夕食会ではスロットボール競技大会の表彰式を行い、おい
しい料理やカラオケ、踊り等で盛り上がった。
　2泊3日の日程でゆっくりと温泉にも入ることが出来、
日頃の疲れも充分に癒された温泉湯治となった。

神居基幹支所年金友の会　春季温泉湯治を開催
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　平成31年度 第1回目の回収を下記日程で実施いたします！

※神居・神楽地区の回収場所は、昨年より旧神楽野菜集出荷場に変更となっております。

※廃棄物処理及び清掃に関する法律施行令及び施行規則により産業廃棄物運搬車にかかわる表示が義務付けさ

　れております。各資材センター及び支所にて、表示に必要な書類を準備しておりますので、農協へ持ち込む際に

　は必ず氏名を記入の上、運搬車前面部分に表示してください。

　日頃より農産物直売所あさがおをご利用いただき誠にありがとうございます。

　農産物直売所あさがおでは、ほうれん草やレタス類などの葉物野菜を中心に出荷が始まり売り場も賑やかになって

まいりました。今後は、アスパラガスや行者にんにく（ヒトビロ又はアイヌネギ）等の山菜類の出荷、トマト・きゅうりな

ど果菜類の出荷と今後も旬の野菜で売り場が彩られてまいります。

　また、アスパラガスギフトの地方発送も受け付けておりますので、是非ご利用くださいますようご案内申し上げます。

※詳しくは、農産物直売所あさがお永山店（☎0166-48-7590）・神楽店（☎0166-63-5725）へお問い合わせください。

あさがお花咲店（サツドラ花咲町店　店舗内）の閉店について
この度、あさがおサツドラ花咲店は、平成31年3月10日をもちまして閉店致しました。

長年に渡りご利用いただき、ご愛顧賜り厚く御礼申し上げます。
　農業用廃ビニール・ポリ等の回収に併せて使用済み農薬包装容器の回収処理を実施致します。回収日時・場所は

農業用廃ビニール・ポリ等の回収と同様となりますので、よろしくお願い致します。

※ご不明な点がございましたら営農企画部購買部購買課もしくは、各資材センター及び江丹別支所、西神居事業支

　所までお問い合わせ下さい。

農業用廃ビニール・ポリ等の回収について

地　区

使用済農薬包装容器の回収について

旭正

永山

神居・神楽

江丹別

西神居

6月4日（火）

6月5日（水）

6月6日（木）

6月7日（金）

6月7日（金）

午前9時～午後3時

午前9時～午後3時

午前9時～午後3時

午前9時～午前11時

午後1時～午後3時

旭正資材センター農薬倉庫前

永山野菜集出荷場横空き地

旧神楽野菜集出荷場

そばの里江丹別店舗裏

西神居事業支所

回収日程 回収受付時間 回収場所

ご入学
おめでとう
ございます

中央地区
盛永 武彦さんの次女
彩愛（さな）ちゃん

中央地区
盛永 武彦さんの三女
萌結（めい）ちゃん

北野地区
村田 真一さんの長女
優美（ゆうび）ちゃん

永山地区
関谷 優太さんの次女
梓葉（あずは）ちゃん

お誕生
おめでとう
ございます

永山地区
佐藤 勝也さんの長女
優羽（ゆう）ちゃん

永山地区
安友 久善さんの長男
陽都（はると）くん

平成31年度『Your Life Time Partner』（あなたの生涯パートナー）を
キャッチフレーズに農業後継者に出産祝。担い手のお子さんに小学校入
学祝に文具セットのプレゼントをお渡ししました。

Your Life

　 Time Partner

JAあさひかわ米が食べられるJAあさひかわ米が食べられる

お得な日替わりランチメニューもありコスパも良し。
人間ドックのお昼はこちらから提供されてます。厚生病院内レストラン ポプラ厚生病院内レストラン ポプラ

旭川市1条通24丁目111-3　厚生病院地下1階
TEL　0166-51-4089

特製幕の内弁当や日替わり弁当、カツ丼、お寿司など、リーズナブ
ルで栄養バランスの取れたメニューの仕出しを行っています。
農作業繁忙期のお昼や会議等にご利用ください。
当JA直売所「あさがお」で注文を承っ
ていますので、ご利用ください。

仕出し料理 きた川仕出し料理 きた川

旭川市1条通24丁目111-3
厚生病院地下1階
TEL　0166-51-4089

小料理屋 雪景色の旭川小料理屋 雪景色の旭川

あさがお便り！春野菜の出荷が始まりました。あさがお便り！春野菜の出荷が始まりました。

旭川市4条通7丁目653-1　アスクウッドビル　1階

お店紹介お店紹介 第　  回第　  回44
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新入職員紹介
①生年月日　②出身地　③最終学歴

④趣味　⑤JA職員として一言

田中　角栄

神楽金融支所
支所課係

たなか かくえい

① 2000.6.21
② 旭川市
③ 旭川商業高等学校
④ スポーツ全般、カラオケ
⑤ 分からない事ばかりでご迷惑をお
　 掛けすることが多々あると思いま
　 すが、名前の通り農協職員の顔と
　 して活躍できるよう頑張ります。
　 よろしくお願い致します。

岡田　陸

永山金融支所
貯金共済課係

おかだ りく

① 1996.5.27
② 幕別町
③ 旭川大学
④ ドラマ鑑賞
⑤ 分からない事ばかりですが、1 日
　 でも早く仕事を覚えて、戦力にな
　 れるように一生懸命頑張りますの
　 でよろしくお願い致します。

松川　莉想

豊岡金融支所
融資相談課係兼
金融部融資・農家経営
対策課ローンセンター係
まつかわ りおん

① 2000.12.9
② 旭川市
③ 旭川商業高等学校
④ 野球観戦
⑤ 多々ご迷惑をお掛けする場面もあ
　 ると思いますが、常に向上心と努
　 力を忘れずに精一杯頑張りますの
　 でよろしくお願い致します。

伊藤　健太

購買部購買課係兼
旭正資材
センター資材店係

いとう けんた

① 1996.10.22
② 旭川市
③ 旭川大学
④ 筋力トレーニング
⑤ ＪＡ職員としての自覚を常に持ち、
　 分からない事ばかりで多々ご迷惑を
　 お掛けすると思いますが、1 日でも
　 早く職場で活躍できるように頑張 
　 ります。よろしくお願い致します。

藤原　有亮

金融部融資・
農家経営対策課
ローンセンター係兼
豊岡金融支所融資相談課係
ふじわら ゆうすけ

① 2000.6.1
② 旭川市
③ 旭川龍谷高等学校
④ スポーツ
⑤ 分からない事ばかりで色々とご迷
　 惑をお掛けすると思いますが、一日
　 でも早く仕事に慣れ、貢献できるよ
　 うに一生懸命職務に努めて参ります
　 ので、よろしくお願い致します。

　4月2日（火）本所3階大会議室において、平成31年度ＪＡ
事業推進大会が開催された。
　島山組合長の開会挨拶に始まり、平成30年度事業推進
優績者の表彰式が行われた。
　公私にお忙しい中、出席をいただいたＪＡ北海道信連旭
川支所長、ＪＡ共済連北海道旭川支所長より平成31年度事
業推進に向けて激励の言葉をいただいた後、管理・信用・
共済・経済各部門の平成31年度ＪＡ事業推進にかかわる
各推進商品、表彰基準等の説明が行われ、出席した役職員
は資料を手に熱心に耳を傾けていた。
　要領説明後、決意表明とガンバロー三唱を行い、目標達
成への決意を表明。

　閉会にあたって古澤専務の挨拶があり、今年度のＪＡ事
業推進大会は幕を閉じた。

平成31年度　ＪＡ事業推進大会

JAあさひかわ

～代かき後は、水が澄むまで、止水とし
　　　　　　　　泥水やわら等が河川に流出しないようにしましょう～

営
水 稲
1　1.5葉期～移植までの育苗管理

農情報 令和元年5月号　JAあさひかわ　上川業改良普及センター

(1)
(2)

(3)
(4)

葉　　数 1.5葉～3.0葉
苗の徒長防止

18～20℃
10℃以下にしない

晴天時の早朝に十分かん水する。

早朝葉先に水滴の付着が少なくなった時に行う。
日中、葉の開きが悪いときに行う。

早朝、箱の下に浸透するようにかん水する。
低温時や午後のかん水は避ける。

高温、低温、過湿、
過乾を避け十分な
換気を行う。

3.0葉～移植
苗質の充実硬化

18～20℃

育苗型式 1回目

施肥例1 施肥例2

1.5葉

ー

2.5葉

ー

(3.0葉)

(3.5葉)

7g/箱

3.5g/

箱1枚当り
液量　5ml
水量　500ml
（100倍液)

箱1枚当り
液量　2.5ml
水量　500ml
（200倍液)

2回目 3回目

中苗
マット

粒状：NP
化成57

液肥：くみあい
苗床追肥用液肥

成苗
ポット
型枠

かん水を適時に行い、
高温を避け、
外気温にならす。

日中
夜間
基準

目安

方法

管理目標

管理要点

育苗様式

成苗

中苗

㎡（坪）等たり株数、株間

22株 / ㎡以上（73株 / 坪以上）株間：14㎝以下

25株 / ㎡以上（83株 / 坪以上）株間：12㎝以下

株当たり本数

2～4本/株

3～5本/株

温
度

か
ん
水

表1　1.5葉期～移植までの育苗管理

表3　育苗様式別栽植密度

※低タンパク米を目指す品種（ゆめぴりか等）は株間13㎝以下を目標としましょう。

表２ 育苗追肥基準

※追肥後は、軽くかん水し、葉に付着した肥料を流しましょう。

図1　苗質の目安（成苗ポット）

温度計は必ず葉先の高さに設置し、苗の伸長にあわせた温度管理をしましょう。
早期異常出穂を防ぐため、育苗後半（2.5葉以降）は25℃以上にならないように
しましょう。
換気とかん水により極端な高・低温、過湿にならない管理をしましょう。
箱施用剤の薬量が規定量より少ないと、抵抗性病害虫発生の原因となります。
薬量は、規定量を使用しましょう。

2　移植時の注意点
(1)

(2)

苗が移植できる葉数になるまでに、ほ場の準備を行い、適期
移植に努めましょう。
栽植密度は、表3.4を参考に必要株数を確保しましょう。

3　移植後の管理
(1)

(2)

低温や風の強い日は、草丈の3/4程度まで入水し保温に努め、天候の良い日
は、浅水管理（2～3㎝）とし、活着を促進しましょう。
（写真2）
除草剤散布は、代かきから散布までの日数が長くなると、雑草の取りこぼし
が多くなりますので、早めの散布を心がけましょう。
除草剤処理後は、処理層が形成されるまでの間（約7日間）は止め水とし、そ
の後も田面の露出や、水流の強い入水は避けましょう。

(3)

(4)

植え付けの深さは1.5～2cmとし、極端な深植えや浅植えにならないよう調
節し、浮き苗や欠株にならないように、適切な速度で田植えを行いましょう。
（写真1）
移植早限は、成苗5月12日、中苗5月14日（旭川アメダス）、移植晩限は5月25
日とし、適期移植に努めましょう。

株間
（㎝）

15

14

13

12

11

20.2

21.6

23.3

25.3

27.5

66.7

71.4

76.9

83.3

90.9

45

48

52

56

61

41

44

48

52

56

28

30

32

35

38

成苗ポット
448穴

成形ポット
490穴

箱枚数（枚/10a）

中苗マット
18×40回

株数
（㎡）

株数
（坪）

表4　栽植密度と必要箱枚数

写真1 植付深さによる生育差
　　　左：2.0㎝　右：5.0㎝

写真2 移植後の深水管理（12c㎡）に
　　  よる軟弱徒長（H30.6.14撮影）
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第 1 回 理事会

監事会・監事監査の報告

協議事項

平成31年2月27日(水)

金融・共済事務に係る調査経過ついて
資産査定の結果及び引当について
税効果積立金の取崩しについて
平成30年度決算（子会社含む）について
会計監査人の監査報酬等について
平成31年度事業計画について
第17回通常総代会について
第17回通常総代会提出議案について
第17回通常総代提出特別決議について
平成31年度不良債権の処理方針について
理事に対する資金の貸付について
大口貸付について
平成31年度農畜産販売手数料等について
内部統制システム基本方針の制定について
災害対策計画（BCP等）の制定について
規程類の一部変更について
役員賠償責任保険の継続加入と役員負担について

第1回　監事会　　平成31年   2 月 25日開催
第2回　監事会　　平成31年   3 月 15日開催

監事監査

1. 随時監査（資産自己査定）
　平成31年2月1日に2金融支所を実施
2. 資産自己査定監査
　平成31年2月13日から15日までの間で3日間実施
3. 決算監査
　平成31年2月18日から25日までの間で6日間実施
4. 随時監査（組合員組織会計）
　平成31年3月6日に7組織実施
5. 無通告監査
　平成31年3月に金融部と7金融支所、
　1資材センター、1給油所、1直売所を実施
＊随時監査と無通告監査は、内部監査室と合同で実施
　しました。

報告事項
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

17
18
19
20
21

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

平成30年度資産自己査定の監事監査結果報告について
平成30年度決算監事監査の結果報告について
平成３１年度監事監査計画について
内部監査の実施報告について
平成３０・３１年度米　生産の目安の算定にについて
品種別作付実績及び平成３１年度産作付契約について
ポジティブリスト青果物損害見舞基金補償制度加入状況について
平成３０年度肥料・農薬に係る大口奨励等について
旭川市長期債の入札に係る条件提示について
「ＪＡバンク基本方針」の変更について
平成３０年度債務者区分別分類結果一覧表について
平成３０年度対策農家結果報告について
反社会的勢力排除対応管理先に係る対応状況報告について
疑わしい取引の届け出状況について
規程類の一部変更について
事務リスク管理規程に係る第４四半期のコンプライアンス事故報告
概要について
コンプライアンス・プログラムの下期取組状況について
組合員の加入及び脱退の状況について
系統外預金状況について
人事異動について
その他

正組合員

准組合員

合　　計
2,055

83

89

321

12

98,092

18,441

1,782

1,884

19,693

21,577

（平成31年3月末実績）

概要
組合員数

出 資 金 残 高

販 売 取 扱 高

生産資材供給高

給 油 所 供 給 高

生 活 供 給 高

貯 金 残 高

融 資 残 高

長期共済保有高

旭正地区忠別３農事組合

旭正地区旭正１農事組合

旭川中央地区西御料地４区（旭川神楽）農事組合

神居地区豊里農事組合

永山地区１３区農事組合

北野地区とうわ農事組合

旭川中央地区神楽（旭川神楽）農事組合

北野地区２区町内会

旭正忠別２農事組合

旭川中央西御料地１区（旭川神楽）農事組合

旭正地区忠別３農事組合

坂本　笑子

吉田　義作

山本　峯夫

八木　弘子

加藤　庸明

石橋　スエ

伊藤スミ子

山田　亮一

長田　幸吉

中川　　寛

菊地キミ子

2/1

2/8

2/14

2/21

2/27

3/10

3/17

3/22

3/24

3/27

3/28

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

第 2 回 理事会
協議事項

平成31年3月15日(金)

金融・共済事務に係る調査経過ついて
資産自己査定監査における要望事項に対する回答について
平成３０年度全国農業協同組合中央会の監査報告について
第１７回通常総代会提出議案について
第１７回通常総代会の開催にについて
第１７回通常総代会議事録の作成者について
行政庁に提出する業務報告書及び連結業務報告書について
役員に対する貯金および共済担保貸付について(包括承認)
信用貸付について
ＡＴＭ機器の更新にかかる旭川協同総業(株)とのリース契約の締結
について
組合員の出資金持分譲渡について
規程類の制定及び一部変更について
内部統制システム基本方針について(リスク管理表) 

報告事項
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13

内部監査の実施報告について
「持続可能な事業運営のあり方」検討について
平成３１年２月末事業実績(子会社含む)について
平成３１年度　産地交付金(案)について
ＴＡＣ海外視察活動報告について
信用リスク管理態勢に係る貸付実績報告について
貸出金利表の改定について
大口貸付先の条件変更について
規程類の全部改訂及び一部変更について
ゴールデンウィーク期間中の営業について
組合員の加入及び脱退の状況について
人事異動について
その他

第 3 回 理事会
協議事項

平成31年3月27日(水)

金融・共済事務に係る調査経過ついて1

監 事 会

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、平
成
31
年
３
月
、札
幌
市
内
に

て
、札
幌
市
と
近
郊
の
児
童
養
護
施
設
を
対
象
と
し
、コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
の
試
合
チ
ケ
ッ
ト
と
、札
幌
交
響
楽
団
の
コ
ン

サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み

は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
社
会
貢
献
活
動
の一環
と
し
て
、

平
成
19
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、今
年
度
は
サ
ッ
カ
ー
の
試

合
に
５
６
０
名
、コ
ン
サ
ー
ト

に
50
名
を
招
待
し
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
贈
呈
に
あ
た
り
、

「
農
家
の
方
々
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
す
。試
合
や
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
か
け
る
と
き
は
、プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
農
家
の

方
々
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
。楽
し
ん

で
来
て
下
さ
い
。」と
の
言
葉

と
と
も
に
代
表
児
童
２
名
に

チ
ケ
ッ
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト・キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ち
ょ
リ
ス
」に

新
し
い
仲
間「
よ
り
ぞ
う
」が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今

後
、よ
り一層
地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、ど
ん
な
と
き
で
も
気

軽
に
相
談
し
て
頂
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
、そ
ん
な
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
の
想
い
か
ら「
よ
り
ぞ
う
」は
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
は
、「
よ
り

ぞ
う
」「
ち
ょ
リ
ス
」と
と

も
に
事
業
展
開
を
行
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、ご
愛
顧

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
酪
農
家
の
拠
出
に
よ
る
運
動「
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北
海
道
」の一

環
と
し
て
、北
海
道
産
牛
乳・乳
製
品
の
専
門
カ
フ
ェ「
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
↓
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」を
、初
の
常

設
店
舗
と
し
て
、東
京・自
由
が
丘
に
３
月
６
日
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。お
店
で
は
こ
だ
わ
り
の

北
海
道
産
牛
乳
や
チ
ー
ズ
を

品
揃
え
す
る
ほ
か
、牛
乳
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
料
理

メ
ニュ
ー
も
提
供
。

　
北
海
道
酪
農
の
素
晴
ら
し

さ
を
発
信
す
る
と
共
に
、新

た
な
フ
ァ
ン
の
獲
得
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、３
月
13
日
に
北
海
道
ス
バ
ル
白
石

店
に
て
、交
通
道
徳
の
向
上
と
交
通
事
故
防
止
へ
の
取
組
み
を

行
う
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
へ
、交
通
安
全
を
呼
び
か
け

る
交
通
安
全
広
報
車
と
し
て
、ス

バ
ル
社
製
の
ア
イ
サ
イ
ト
を
搭
載

し
、安
全
性
・
操
作
性
に
優
れ
た

「
レ
ヴ
ォ
ー
グ
」を
寄
贈
い
た
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、組
合
員・地
域

住
民
の
安
全・安
心
に
貢
献
で
き

る
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守

る
た
め
、本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、広
報
誌「
す
ま
い

る
」を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療・健
康
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

J
A
グ
ル
ー
プ
通
信

J
A
グ
ル
ー
プ
通
信

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会・中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
な
ど
、組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　
各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

名

名

名

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

億　円
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職員の異動（採用、異動、退職）について 平成31年3月2日～31年4月1日までの職員の異動を下記の通りお知らせします。

日付 資格名 氏　　名 所　　　　　属

3/31

3/31

考査役

主査

桑原　芳文

木村　行宏

北野金融支所長

管理部付主査

日付 資格名 氏　　名 所　　　　　属

3/31

3/31

主査

係

吉岡　真弓

瀧野　良三

金融部融資・農家経営対策課主査

豊岡給油所係

退　

職

日付 資格名 氏　　名 所　　　　　属

4/1

4/1

4/1

4/1

4/1

4/1

正職員

正職員

正職員

正職員

正職員

準職員

藤原　有亮

伊藤　健太

松川　莉想

岡田　　陸

田中　角栄

瀧野　良三

試用期間として金融部融資・農家経営対策課ローンセンター係兼豊岡金融支所融資相談課係 

試用期間として購買部購買課係兼旭正資材センター資材店係 

試用期間として豊岡金融支所融資相談課係兼金融部融資・農家経営対策課ローンセンター係 

試用期間として永山金融支所貯金共済課係 

試用期間として神楽金融支所支所課係

豊岡給油所係（定年退職者再雇用）

採　

用

本　
　
　

所

旭
正
基
幹
支
所

平成31年度 人事異動（4月1日付）

職　責氏　　名 新　　辞　　令

審査役

審査役

考査役

考査役

考査役

考査役

考査役

考査役

考査役

考査役

推進役

推進役

推進役

推進役

推進役

推進役

調査役

調査役

調査役

調査役

調査役

主査

主査

主査

主査

主査

主査

係

係

係

係

係

係

係

武田　吉陽

佐藤　崇之

朝倉　道人

角井　修

井上　淳一

平田　裕美

池田　　崇

宮島　　仁

因幡淳一郎

田路　裕子

富田　靖典

吉田　雅章

上原　由大

林　　正勝

近藤　好朗

岩崎　康郎

松原由美子

山本　由紀

合田　圭吾

菊地　綾乃

小原　綾太

日野　麻美

金屋　景二

幸村　英明

平瀬　大也

鈴木　　暁

谷 ｠　悠衣

稲場　美保

吉岡 ｠靖洋

佐藤　航紀

澤野　貴人

亀田　未夢

今　　瑞歩

中田　大嵩

管理部長

購買部長

旭正基幹支所長

北野基幹支所長

購買部燃料課長

共済部共済課長兼事故サービスセンター長

金融部融資・農家経営対策課長

江丹別支所長

営農企画部青果課長

営農企画部米穀農産課事務担当考査役

購買部燃料課豊岡給油所長

営農企画部農産物直売課長

営農企画部米穀農産課長

購買部購買課長兼旭正資材センター資材店長

営農企画部米穀農産課推進役

営農企画部企画課企画外郭組織担当推進役

豊岡金融支所貯金共済課調査役

購買部購買課事務担当調査役

購買部購買課倉庫担当調査役

営農企画部米穀農産課事務担当調査役

営農企画部米穀農産課調査役

購買部燃料課事務担当主査

購買部購買課配送センター担当主査兼旭正資材センター資材店主査

管理部経営管理課主査

営農企画部企画課企画外郭組織担当主査

金融部金融課主査

金融部融資・農家経営対策課主査

営農企画部米穀農産課事務担当係

購買部購買課倉庫担当係

購買部購買課係兼旭正資材センター資材店係

西神居事業支所係

購買部燃料課事務担当係

営農企画部米穀農産課事務担当係

金融部融資・農家経営対策課ローンセンター係兼豊岡金融支所融資相談課係

職　責 旧　　辞　　令

審査役

考査役

考査役

考査役

考査役

考査役

推進役

考査役

考査役

考査役

推進役

推進役

調査役

調査役

調査役

調査役

調査役

調査役

調査役

調査役

調査役

主査

主査

主査

主査

主査

主査

係

係

係

係

係

係

係

管理部長兼管理部審査課長

営農企画部米穀農産課長

営農企画部青果直売課長

管理部総務課長

営農企画部購買燃料課長兼旭正資材センター資材店長

金融部金融課長

金融部融資・農家経営対策課長

営農企画部米穀農産課考査役

営農企画部青果直売課考査役

営農企画部経理課長

営農企画部企画課企画外郭組織担当推進役

営農企画部青果直売課推進役(農産物直売所担当)

営農企画部米穀農産課調査役

営農企画部購買燃料課配送センター担当調査役

営農企画部米穀農産課調査役

営農企画部企画課企画外殻組織担当調査役

共済部共済課事故サービスセンター調査役

営農企画部経理課調査役

営農企画部米穀農産課販売担当調査役

営農企画部経理課調査役

営農企画部購買燃料課調査役

営農企画部経理課主査

営農企画部米穀農産課主査

管理部総務課主査

管理部経営管理課主査

金融部融資・農家経営対策課ローンセンター主査

金融部金融課主査

営農企画部経理課係

営農企画部米穀農産課係

営農企画部購買燃料課係

営農企画部企画課企画外郭組織担当係

営農企画部青果直売課係（農産物直売所担当）

営農企画部経理課係

金融部融資・農家経営対策課ローンセンター係

永
山
基
幹
支
所

旭
川
中
央
基
幹
支
所

神
居
基
幹
支
所

北
野
基
幹
支
所

準
職
員
等

平成31年度 人事異動（4月1日付）

職　責氏　　名 新　　辞　　令

審査役

考査役

考査役

調査役

調査役

調査役

調査役

係

係

係

審査役

考査役

推進役

調査役

調査役

主査

考査役

考査役

推進役

調査役

調査役

調査役

主査

主査

係

係

係

審査役

考査役

考査役

考査役

考査役

調査役

主査

係

審査役

推進役

調査役

係

係

準職員

臨時職員

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

松原　　仁

長屋　雄二

金泉　　誠

大石　晶人

狩野　晴仁

白取　雅美

高橋　利弘

今井　琢弥

田中　祥太

伊藤　陽一

幅﨑　英二

長澤　貴文

側　　雅仁

大友　雄一

梶　　友憲

高橋真由子

南　　　彰

若月　郁子

中山登士彦

蝶野　美紀

鈴木　晶善

住田　寛弥

漢　裕紀子

木村　優香

南澤　詩織

金田　晃典

安原　尚希

長谷川嘉秋

角井　　誠

今井　幹子

小川　浩司

岸本　敏裕

髙橋　剛正

木下　和也

大場　　尚

沢田　昌春

一條　利光

大村　寿憲

田中　枝里

佐藤　駿介

福井　美香

大西　　功

伊東　智博

小西　潤哉

稲葉美由紀

栄東由岐子

野作　　歩

鎌田　理絵

大宮美千代

川合　　亨

管理部総務課審査役

春光台金融支所長

忠和金融支所長

旭正金融支所融資相談課長

旭正金融支所貯金共済課長

神楽金融支所支所課係長

西神居事業支所長

旭川中央金融支所融資相談課係

豊岡金融支所貯金共済課係

購買部購買課係兼旭正資材センター資材店係

共済部共済課審査役

管理部総務課長

永山金融支所貯金共済課長

永山金融支所融資相談課長

神居金融支所貯金共済課長

永山金融支所貯金共済課係長

豊岡金融支所長兼豊岡金融支所融資相談課長

金融部金融課長

購買部燃料課北野給油所長

厚生病院金融支所係長

近文金融支所係長

北部金融支所支所課係長

江丹別支所支所課係長

旭川中央金融支所貯金共済課共済担当主査

金融部融資・農家経営対策課ローンセンター係兼豊岡金融支所融資相談課係

営農企画部農産物直売課販売担当係

購買部燃料課北野給油所係

神居基幹支所長

永山基幹支所長

北部金融支所長

管理部審査課長

江丹別支所支所課考査役

神居金融支所融資相談課長

営農企画部米穀農産課主査

北野金融支所貯金共済課係

営農企画部企画課審査役

営農企画部企画課旭川市農業センター推進役

購買部燃料課神楽給油所長

旭正金融支所貯金共済課係

神居金融支所貯金共済課係

旭川中央金融支所貯金共済課共済担当係

営農企画部企画課旭正農業構造改善センター係

購買部付

営農企画部農産物直売課農産物直売所永山店係

購買部購買課事務担当係

営農企画部米穀農産課事務担当係

営農企画部農産物直売課販売担当係

北野金融支所貯金共済課係

神居金融支所貯金共済課係

江丹別支所支所課係

職　責 旧　　辞　　令

審査役

考査役

考査役

調査役

主査

主査

調査役

係

係

係

審査役

考査役

推進役

調査役

調査役

主査

考査役

考査役

推進役

調査役

主査

主査

主査

係

係

係

係

考査役

考査役

推進役

推進役

考査役

調査役

主査

係

審査役

推進役

主査

係

係

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

準職員

旭正基幹支所長

豊岡金融支所長兼豊岡金融支所融資相談課長

旭正金融支所長

旭正金融支所支所課長

豊岡金融支所貯金共済課係長

旭正金融支所支所課係長

豊岡給油所長

豊岡金融支所貯金共済課係

旭正金融支所支所課係

旭正資材センター資材店係

永山基幹支所長

永山金融支所長

永山金融支所支所課長

永山金融支所支所課係長

永山金融支所支所課係長

永山金融支所支所課主査

旭川中央金融支所長

北部金融支所長

神楽給油所長

神楽金融支所支所課係長

近文金融支所係長

北部金融支所支所課係長

厚生病院金融支所係長

旭川中央金融支所貯金共済課共済担当係

旭川中央金融支所融資相談課係

神楽給油所係

神楽給油所係

神居基幹支所長

神居金融支所長

忠和金融支所長

神居金融支所融資相談課長

江丹別支所長

神居金融支所貯金共済課長

西神居事業支所長

神居金融支所貯金共済課係

北野基幹支所長

春光台金融支所長

北野給油所長

北野金融支所貯金共済課係

北野金融支所貯金共済課係

共済部共済課係

共済部共済課事故サービスセンター係

営農企画部付

営農企画部青果直売課係農産物直売所神楽店

営農企画部経理課係

営農企画部経理課係

営農企画部経理課係

神居金融支所貯金共済課係

江丹別支所支所課係

北野給油所係
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